
ＴＯＫＡＩの事業展開について

平成21年6月1日



TOKAI（単体） 平成20年度 実績TOKAITOKAI（単体）（単体） 平成平成2200年度年度 実績実績

（単位：億円）

20年度 19年度

実績 実績
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△ 39 9 △ 49
0 8 △ 8

16 14 2
△ 55 4 △ 59

1 1 △ 1
△ 22 1 △ 23
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法人税等調整額

当期純利益

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

法人税等

税引前当期純利益

売上高

対比



ＬＰガス事業の収益改善について
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(＄/㌧)

20年7月
$905 （最高値）

20年12月
$340

ＣＰの推移（平成17～20年度）ＣＰの推移（平成ＣＰの推移（平成1717～～2020年度）年度）

21年6月
$395



（単位：億円）

19年度
実施分

20年度（8月）

実施分
計

静岡 ＋ 13 ＋ 6 ＋ 19

関東 ＋ 26 ＋ 14 ＋ 41

計 ＋ 40 ＋ 20 ＋ 60

≪平成20年度影響額≫

２１年度の影響額は、２０年度実施分の影響が通期にわたるため

＋２８億円となり、１９年度実施分と合わせて＋６８億円に及ぶ見込み。

LPガス価格是正・値上げの影響LPLPガス価格是正・値上げの影響ガス価格是正・値上げの影響

※ＴＯＫＡＩ（単体）の数値



中期計画について



ＴＯＫＡＩ（単体） 中期計画ＴＯＫＡＩ（単体）ＴＯＫＡＩ（単体） 中期計画中期計画

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

実績 実績 予算 計画 計画

1,185 1,149 1,162 1,246 1,302
15 33 47 50 70
38 23 26 13 13
44 95 20 21 21
9 △ 39 53 42 63
8 0 0 0 0

14 16 7 7 7
4 △ 55 46 35 55
1 1 1 1 9
1 △ 22 18 14 13
2 △ 33 27 20 33当期純利益
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営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

法人税等

税引前当期純利益

売上高

法人税等調整額

（単位：億円）



ＴＯＫＡＩ（単体） セグメント別 中期計画ＴＯＫＡＩ（単体）ＴＯＫＡＩ（単体） セグメント別セグメント別 中期計画中期計画

（単位：億円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

実績 実績 予算 計画 計画

ガ ス ・ 石 油 819 833 797 843 882

建 築 ・ 不 動 産 165 151 177 193 190

情 報 ・ 通 信 157 138 157 170 182

そ の 他 44 27 31 40 49

計 1,185 1,149 1,162 1,246 1,302

ガ ス ・ 石 油 24 54 64 57 67

建 築 ・ 不 動 産 4 4 6 11 11

情 報 ・ 通 信 3 △ 1 3 5 11

そ の 他 △ 16 △ 24 △ 25 △ 23 △ 20

計 15 33 47 50 70

売
上
高

営
業
利
益



アクア事業について



LPガス配送エリア

CATVエリア

ADSL・FTTH顧客（217千件）
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エリア別顧客数イメージ（静岡）エリア別顧客数イメージ（静岡）エリア別顧客数イメージ（静岡）



アクア事業 事業方針アクア事業アクア事業 事業方針事業方針

①事業開始 ～ 平成１９年度早々から検討を行い、同年１１月から
販売開始し、 平成２０年度末までに３万９千件を獲得した。

平成２１年度に３万件の獲得を見込む。

③アクア事業の１件当たりの粗利益はＬＰガスのそれに匹敵する。
平成２３年度黒字化 を計画している。

④２２年度に関東への進出を計画している。

②県内６ヶ所を拠点として、アクア専任者を配置する。ＬＰガス直売部門より
営業責任者を異動し、 ６５名体制で獲得を進める。

特に、ＣＡＴＶ顧客への拡販を推進する。
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企業間通信について
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名古屋第1

大阪

246 NTTデータ
大手町データセンター

２００芯２００芯２００芯 ２００～３００芯２００～３００芯２００～３００芯

国土交通省使用

ＴＯＫＡＩ / 
ビック東海

情報ボックス断面図

中央ルート中央ルート
200200芯芯

東名 R1-R246ルート
300芯

東名東名 R1R1--R246R246ルートルート
300300芯芯

中継局

中継局

（候補地）

23

大宮

焼津

静岡
沼津

掛川
浜松

豊川

12年度～21年3月完工 幹線 1,946 km

（参考）21年度以降敷設予定

支線 574 km

CATV光幹線 939 km

3,459 km21年3月末 敷設総距離

※ 支線、ＣＡＴＶ光幹線は、情報ボックスを利用していない。

※ また、位置の表示を省略している。

※

ＴＯＫＡＩグループ 光ファイバーネットワークＴＯＫＡＩグループ 光ファイバーネットワーク

名古屋第2

大垣

他社より賃借



受 注 先 独立行政法人　情報通信研究機構（NICT）

受 注 額 5億3,300万円/年

受注内容

ネットワーク幹線拠点から全国58箇所のアク
セス回線（58回線）の内34回線

当社情報ボックス光ファイバー幹線を利用し
た企業間通信網等にて構成

JGN2plus 受注概要JGN2plusJGN2plus 受注概要受注概要



NICTホームページより

JGN2plus 国内回線とアクセスポイント（平成21年4月現在）JGN2plus JGN2plus 国内回線とアクセスポイント国内回線とアクセスポイント（平成（平成2211年年44月現在）月現在）



本資料に関するお問い合わせは下記まで

お願いいたします。

株式会社ＴＯＫＡＩ 経営管理部

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2丁目6番地の8

TEL：(054)273-4804

FAX：(054)273-4821

本資料で記述されている業績予想並びに将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき

当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。そのため、様々な
要因の変化により、実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となる可能
性があることをご承知おき下さい。

http://tokai.jp


